
 

1 

佐波川における降雨予測誤差の分析に関する研究 
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1．はじめに 

近年増加している豪雨災害においては，地方公共

団体による避難勧告の発令の遅延や，住民に正常性

バイアスが働くことによって，避難遅れがしばしば

発生している．これを踏まえて，本研究は，安全な

避難を可能とするべく，リードタイムの大幅な延長

を図る他，天気予報における降水確率に相当する「氾

濫確率」を洪水予報に盛り込むことによって，住民

が確実に避難を行うことを目指すものである．すな

わち，降雨予測を活用した流出氾濫解析を行うにあ

たって必要となる降雨予測誤差に関する基礎的デー

タを分析することを目的とする． 

 

2．河川管理の課題と今後の方針  

過去発生した洪水時において，避難中に死亡され

た住民が少なからず存在することや，夜間における

洪水の発生，危険性を踏まえれば，洪水予報発令の

リードタイムは最低でも15時間確保することが求め

られる．また，住民が水害の危険性を認識するため

には，避難勧告発令にあたって，降雨予測から地先

ごとに氾濫確率及び浸水確率を計算し，住民に対し

て具体的に示すことが有効であると考えられる．こ

こに，降雨予測を洪水予測に用いるにあたっては，

降雨予測に誤差が必ず発生する点について考慮する

必要があり，本研究においては，予測降雨と実績降

雨を次式により比較し，その比率（雨量比）の分布

状況を適切な回帰式で表すこととした． 

 

雨量比＝実績降雨/予測降雨  （1） 

 

そして得られた回帰式及び降雨予測を，分布型モデ

ルなどの流出解析に外力として与えることにより，

ハイドログラフなどが確率付きの分布形状として複

数得られ，図-1 のように氾濫確率が地先ごとに求め

られる．さらに，氾濫計算を行ったり，回帰式に上

限値を設定したりすることにより，実際に想定すべ

き河川の最高水位や集落ごとの最大浸水深も算出で

き，防災業務上の意義は大きい． 

 

図-1 氾濫確率シミュレータ 

 

3.降雨予測に対する実績降雨の分析 

 ここでは，降雨予測の誤差について，佐波川を対

象とし，様々な気象要因，予測時間ごとに分類した．

気象要因は，ミクロな乱流からマクロな現象まで非

常に広範囲な空間スケールにわたっているため，本

研究では，その中で一般的な気象要因とされる台風

（気象庁の天気図を参考に判断），前線（6 月から 9

月までの降雨），低気圧（台風と前線以外の降雨）に

分類し，分析を行った．予測時間については，佐波

川の洪水流達時間やダム洪水調節時間，中北が分析

した降雨予測精度を踏まえ，12 時間予測，24 時間予

測，33 時間予測を対象とした．また，予測降雨につ

いては，水平解像度の高さや洪水予報おける利用状

況を踏まえ，MSM の 33 時間予測を利用した．対象と

するデータの期間については，観測誤差の観点から，

掩蔽観測が行われるようになった平成 21 年以降の 5
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年間とした．さらに，誤差の上限値及び下限値とし

て，表-1 のように設定した．すなわち，上限値につ

いては，河川管理上想定すべき最大級の降雨として，

全データを包含，航空宇宙工学での指標となってい

る+3σ 相当や，工学で一般的な指標とされている

+2σ 相当，河川の治水安全度（PS）をそれぞれ用い

た．下限値については，事前放流により利水容量に

差し支えないような状況を推定し，全データを包含

と，河川の利水安全度（PL）をそれぞれ用いた． 

 

表-1 予測誤差の上下限値振り分け 

 

 

 以上の方針に基づき，式（1）により雨量比を算出

した結果を図-2 に，雨量比の分布を回帰式にした結

果を図-3 に示す．ここでは，回帰式を求めるにあた

って，γ 分布と対数正規分布の 2つの回帰式を用い，

SLSC 値の適合度（0.04 以下）により決定した．また，

各予測時間における予測誤差の上限値及び下限値を

図-4 に示す． 

 

4.結論 

 今回，佐波川で掩蔽観測が行われるようになった

平成 21 年以降の降雨予測により，降雨予測誤差につ

いて，γ 分布及び対数正規分布を用いて回帰式の近

似が可能であること，降雨予測時間が長いほうが降

雨予測精度は向上すること，気象要因別に見れば，

台風＞低気圧＞前線の順に降雨予測精度が高いこと

が判明した．また，工学的見地から汎用されている

+2σ の上限値によれば，33 時間降雨予測の誤差は前

線を除き雨量比が約 1.5 倍～2.0 倍となっているこ

とから，河川管理への活用が期待できると思われる． 

 

 

図-2 低気圧の雨量比散布図 

 

 

図-3 低気圧の降雨予測誤差回帰式 

 

 

図-4 低気圧の予測誤差範囲 

全データを包含
+3σ相当 航空宇宙工学での指標
+2σ相当 工学で一般的な指標

治水安全度相当（PS） PS×Q＝1/100
利水安全度相当（PL） PL×Q＝1/10
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